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は じ め に

近年の少子高齢化や経済低成長等による社会情勢の変化により、個人の努力
では乗り越えられないほどの生活問題が出現している。家族や地域住民といっ
たインフォーマルな支援の脆弱化も相まって、生活問題の軽減・解決は、より
困難を極めている。このような状況下において、人々とともに問題等について
考え、一歩踏み出すべく光を灯す手助けを行うのがソーシャルワーカーであ
る。ゆえにソーシャルワーカーの役割はいっそう期待されてきている。
しかしながら、ソーシャルワーカーは専門職業として発展途上にある。それ

は、伝承し得る技術に乏しいからである。この原因は、ソーシャルワーカーが
医療関係職種のような科学的な検証を十分に行ってこなかったこと、経験則に
よる実践を重視してきたことなどにあると考える。現状では、カリスマ的な援
助能力を有するソーシャルワーカーが存在する一方、援助に難渋するソーシャ
ルワーカーが存在する。クライエント・システム側から考えれば、ソーシャ
ルワーカーにより自らの問題・課題が左右されるため、リスクの高い出会いと
なっているのである。
本書では、ソーシャルワーカーの伝承しうる技術の開発を最終目標とし、そ

の初段階として次の2点について示すことにした。1点は、ソーシャルワーク
実践の可視化の方法である。ソーシャルワーカーは、生態学理論などを基礎に
人と環境の交互作用を解釈し、ニーズを抽出・アセスメントし、問題解決・課
題達成のための計画を立案、そして実行する。医師や心理職のように「検査」
という客観的指標を持ち得ていないことから、自身の主観がアセスメントに大
きく影響するのである。この状況の打破に有効なのは、自身の主観を制御する
ための知見である。本書では、ソーシャルワーカーの自己覚知に有用な資料を
得るための方策として、ソーシャルワーク実践の特徴や傾向を可視化する方法
を提示する。
もう1点は、クライエント・システムの可視化の方法である。上述のとおり、
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自身の主観がクライエント・システムの評価に大きく影響することから、ソー
シャルワーカーが個別化を容易に実践できるよう、クライエント・システムの
共通性を可視化する方法を提示する。
なお、本書では数値化による可視化を行うことから、量的研究法を用いるこ

ととした。文系出身者の多いソーシャルワーカーには難題かもしれないが、ク
ライエント・システムへの質の高い援助の実践、さらには伝承しうる技術を次
世代に残すためにも取り組んでいただきたいと願っている。

編著者　竹本与志人



ソーシャルワーク実践のための量的研究法
─新しいセーフティーネットの構築に向けて─
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